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Ⅰ:これまで ～「温暖化の脅威」どう伝えるか

Ⅱ:現在 ～相次ぐ災害 伝え方の課題

Ⅲ:最後に ～今後 求められることは

本日の内容
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“異常気象”の頻発（下記 異常気象分析検討会の開催）

平成２５年夏の極端な天候（中国地方・東北など）

平成２６年８月の不順な天候（広島の土砂災害）

平成２７年８月中旬以降の不順な天候（台風１５・１７・１８）

平成３０年の冬（各地で大雪）

平成３０年（２０１８）７月豪雨（西日本豪雨）

上記以外に気象災害による死者は毎年発生

Ⅱ:相次ぐ災害 伝え方の課題
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西日本豪雨で浮き彫りになった課題

避難のきっかけは？
「周辺の環境の悪化」 ３３.５％
「消防や警察」の呼びかけ １４.８％
「近所の人」の呼びかけ ９.３％
「家族・親族」の呼びかけ ７.７％
「防災無線」 ７.４％
「テレビ・ラジオ」 ４.５％

避難する際に 参考にした情報は

「特になし」 ４６.１％
「避難勧告」 ９.３％
「避難指示」 ８％

NHKが広島・岡山・愛媛で３１０人に実施








